
                           

 

【事業の目的】 
 近年、滑川町の北部地域は、現役世代の雇用の場が少ないことと交通の便が

悪いことから、高齢化と過疎化が少しずつ進行しています。若者をはじめとす

る現役世代の定住を促進することが、農村地域の維持にとって不可欠な状況に

あります。 

 滑川町の農業政策として特産品開発、農産物のブランド化及び６次産業化に

取り組む計画を打ち出し、農家の所得向上、農業経営を目指す若者の就農を計

画的に進めることが町の目標でもあります。これらの実現に向けた取組を進め、

農業従事者・民間・行政が一体となって「稼ぐ力」を生み出し、次世代の若者

たちに都会へ行かなくとも稼げる魅力ある農業ビジネスを確立するため、『谷

津田米』のブランド化、市場拡大を図ることを目的とします。 

 

【事業の内容】 
 滑川町の認定農業者の方々が中心となり、食味の一定基準以上の保障や農薬

の使用に関する自主基準を設けて、消費者に「おいしくて安全・安心」なお米

をお届けする体制づくりを進めます。また、全国的にブランド米に取り組む地

域が増えていますが、『谷津田米』をブランド米として特色を生かしたマーケ

ティングとブランド化戦略を推進するものです。 

 

【事業年度】 
 平成 28 年度～平成 32 年度（５か年） 

 

【予算額（千円）】 
 ４０，０００千円（平成 28 年度。うち谷津田米関係予算２７，０００千円） 

 うち ０円（平成 29 年度） 

 

【財源】 
 地方創生加速化交付金（28 年度） 

谷津田米の市場拡大とブランド化推進事業 

－Ｎｏ.４５ 滑川町－ 

分野区分 Ｃ 



【事業実施に至った背景・経緯】 
 『谷津田(やつだ）』は、雑木林に囲まれた谷筋に先人が堤防を築堤し、ため

池をつくり、これを水源とした小さな田んぼとして先祖代々、受け継がれ独自

のため池文化を育んできたものです（町内には 200 箇所のため池があり、市

町村単位では東日本最大の数が位置しています）。この雑木林を水源としたた

め池、生活排水が入らないため池管理、雑木林に囲まれている寒暖の差、粘土

質の土壌など、おいしいお米生産の条件が揃っていたことから、2 年前にこの

「美味しいお米」に着目し、「谷津田米生産者組合」を結成。『谷津田米』と

してブランド化に向けた取組に着手しました。 

 

【事業のＰＲポイント】 
 谷津田の立地・景観や谷津田米の特性を PR したマーケティングを行い、独

自のブランド化戦略を策定します。特に地域近傍にはリゾートホテルやゴルフ

場等の集客施設があるため、地の利を生かしたこれらの施設と連携したマーケ

ティングを確立し、お米の安定供給体制を構築します。また、首都圏の消費者

にも「谷津田米ブランド」（安全安心な品質の高いお米）として売り出し、多

数ある米の特産地との差別化を図ります。 

 

【事業実績・成果・今後の展開】 
＜平成 28 年度＞ 

谷津田米が特別栽培農産物として埼玉県の認証を得ることができました。 

地方創生加速化交付金を活用し、谷津田米のマーケティング、ブランド化及

びプロモーション活動を行ないました。 

＜今後の展開＞ 

 谷津田米の安定供給を図るため作付面積を増やします。また、新しい販路を

開拓することにより消費者の拡大を目指します。 

 

【参考資料】 

 滑川町産「谷津田米」ホームページ ドメイン名：yatsudamai.com 

 滑川町谷津田米生産者組合 電話＆ＦＡＸ ０４９３（５７）０００５ 

 

 

 

〔 連絡先 〕 

  総務政策課 企画調整担当   ０４９３（５６）２２１１（内線１２９） 
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